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令和５年度第１回古賀市スポーツ推進審議会  会議録  

（要約筆記）  

 

 

【 会 議 の 名 称 】  令 和 ５ 年 度 第 １ 回 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会  

 

【 日 時 ・ 場 所 】  令 和 ５ 年 ７ 月 ４ 日 （ 火 ）  １ ８ :３ ０ ～ ２ ０ ： ０ ０  

リ ー パ ス プ ラ ザ こ が 交 流 館 ３ 階 ３ ０ ２ 洋 室  

 

【 審 議 会 次 第 】    

１ ． 開 会  

２ ． 教 育 部 長 の あ い さ つ  

３ ． 審 議 会 成 立 の 報 告  

４ ． 委 員 及 び 職 員 の 紹 介  

５ ． 会 長 及 び 副 会 長 の 選 出 に つ い て  

６ ． 会 長 あ い さ つ  

７ ． 概 要 説 明 及 び 議 事  

（ １ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 中 間 見 直 し に つ い て  

（ ２ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 進 捗 状 況 に つ い て  

（ ３ ） 運 動 ・ ス ポ ー ツ （ 身 体 活 動 ） に 関 す る ア ン ケ ー ト 結 果 に つ い て  

８ ． そ の 他  

９ ． 閉 会  

 

【 傍 聴 者 数 】  ０ 人  

 

【 出 席 委 員 等 の 氏 名 】  

委  員 ： 本 多 壮 太 郎 委 員 （ 会 長 ）、 吉 永 春 男 委 員 （ 副 会 長 ）、  

髙 原 友 彦 委 員 、 薄 秀 治 委 員 、 伊 藤 一 哉 委 員 、 齋 藤 光 範 委 員 、  

花 田 亜 紗 美 委 員 、 山 本 康 介 委 員 、 大 森 睦 子 委 員 、 平 島 信 幸 委 員 、  

井 浦 政 義 委 員 、 吉 田 直 美 委 員  

事 務 局 ： 横 田 浩 一 教 育 部 長 、 生 涯 学 習 推 進 課  樋 口 武 史 課 長 、 渋 田 孝 治

参 事 補 佐 兼 ス ポ ー ツ 振 興 係 長 、 山 本 英 士 朗 主 任 主 事 、 佐 藤 智 香

主 任 主 事 、 荒 川 登 志 子 主 事  
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【 欠 席 委 員 の 氏 名 】   

森 本 泰 史 委 員 、 野 田 一 郎 委 員 、 智 原 英 樹 委 員  

【 庶 務 担 当 部 署 名 】  生 涯 学 習 推 進 課  

 

【 委 員 に 配 布 し た 資 料 の 名 称 】  

・ 運 動 ・ ス ポ ー ツ に 関 す る 取 組 （ 令 和 ３ 年 度 ～ ４ 年 度 ）  別 紙 １  

・ 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 に お け る 基 本 目 標 毎 の 指 標 の 達 成 状 況  

別 紙 ２  

・ ２ ０ １ ７ 年 度 及 び ２ ０ ２ ２ 年 度 ア ン ケ ー ト 結 果 調 査 比 較 表  

・ 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 中 間 見 直 し  ス ケ ジ ュ ー ル 案  

・ 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画  概 要 版 リ ー フ レ ッ ト  

・ 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 委 員 名 簿  

・ 席 次 表  

・ 傍 聴 要 領 （ 案 ）  

・ 令 和 ５ 年 度  第 ２ 回 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 の 日 程 調 整 に つ い て  

・ 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画  

・ 令 和 ４ 年 度 実 施 の 運 動 ・ ス ポ ー ツ （ 身 体 活 動 ） に 関 す る ア ン ケ ー ト の

結 果 に つ い て  

 

【 審 議 会 概 要 】  

１ ． 開 会  

 

 

２ ． 教 育 部 長 あ い さ つ  

 

 

３ ． 審 議 会 成 立 の 報 告  

 

 

４ ． 委 員 及 び 職 員 の 紹 介  

 

 

５ ． 会 長 及 び 副 会 長 の 選 出 に つ い て  
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６ ． 会 長 あ い さ つ  

（ 本 多 会 長 ）  

議 事 録 署 名 委 員 に つ い て は 伊 藤 一 哉 委 員 に お 願 い し た い 。  

 

７ ． 概 要 説 明 及 び 議 事  

 （ １ ） 第 ２ 次 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 中 間 見 直 し に つ い て  

  【 事 務 局 に よ る 概 要 説 明 】  

 本 計 画 は ス ポ ー ツ 基 本 法 第 １ ０ 条 『 地 方 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 』 の 規 定 に 基 づ く

ス ポ ー ツ 推 進 に 関 す る 計 画 で 、 本 市 に お け る ス ポ ー ツ 振 興 の 目 指 す べ き 姿 や 方

向 性 を 示 す も の で 、 今 後 の ス ポ ー ツ 施 策 推 進 や 関 係 団 体 、 機 関 に お け る ス ポ ー

ツ 振 興 の 指 針 と な る も の 。  

現 在 、 策 定 さ れ て い る 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 は 、 ２ ０ １ ９ 年 度 か ら

２ ０ ２ ８ 年 度 ま で の １ ０ 年 間 を 計 画 期 間 と し て お り 、 計 画 期 間 の 中 間 年 度 で あ

る ２ ０ ２ ３ 年 度 に 見 直 し を 図 る こ と と な っ て い る 。  

第 ２ 次 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 中 で は 、 基 本 目 標 毎 に 複 数 の 指 標 を 示 し て い る 。

２ ０ １ ８ 年 度 （ 現 状 値 ） の 数 値 は 、 前 回 ２ ０ １ ７ 年 度 に 実 施 し ま し た ア ン ケ ー

ト の 結 果 と な っ て お り 、 ２ ０ ２ ２ 年 度 の ア ン ケ ー ト 結 果 と 比 較 し て ２ ０ ２ ３ 年

度 目 標 値 を 達 成 し て い る か を 確 認 し 、 こ の 目 標 値 の 見 直 し な ど を 今 後 の 審 議 会

で 行 っ て い き た い 。  

審 議 会 の ス ケ ジ ュ ー ル 案 を 添 付 し て お り 、 今 年 度 は 合 計 ７ 回 の 審 議 会 を 予 定

し て い る 。 そ の 中 で ４ つ の 基 本 目 標 の 目 標 値 の 見 直 し を 図 っ て い き た い 。  

ま た 、 中 学 校 の 部 活 動 に つ い て 、 休 日 の 活 動 に つ い て は 段 階 的 に 地 域 に 移 行

し て い く こ と が 基 本 と さ れ て お り 、 将 来 的 に は 平 日 の 部 活 動 も 移 行 す る こ と と

さ れ て い る 。 こ の 件 に 関 し 、 計 画 の 中 間 見 直 し に も 関 連 す る と 思 わ れ る こ と か

ら 、 今 後 の 審 議 会 に お い て 検 討 し て い た だ き た い 。  

 

【 審 議 】  

 （ 本 多 会 長 ）  

 部 活 動 の 地 域 移 行 に つ い て 、 審 議 会 と は 別 に 検 討 協 議 会 な ど た ち あ が っ

て い る か 。  

 

（ 事 務 局 ）     

 部 活 動 の 地 域 移 行 に つ い て は 、 教 育 委 員 会 の 学 校 教 育 課 で 別 に 審 議 会 を

設 け て お り 、 関 係 団 体 と 話 を す す め て い る と こ ろ で あ る 。 現 在 の と こ ろ あ

ま り 進 捗 は な い が 、 今 年 度 に お い て そ の よ う な 取 組 み を 行 う こ と と な っ て
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い る 。  

  

 （ 薄 委 員 ）  

 部 活 動 の 地 域 移 行 に つ い て 、 ス ポ ー ツ 推 進 審 議 会 に お い て 議 論 す る の か 、

そ れ と も 教 育 委 員 会 で 決 ま っ た 事 項 を ス ポ ー ツ 審 議 会 で 議 論 す る の か 。  

 

 （ 事 務 局 ）  

年 間 ス ケ ジ ュ ー ル で い う と 第 ２ 回 目 と 第 ３ 回 目 の 審 議 会 で 子 ど も の 内 容

に つ い て 深 め た い 。 本 多 会 長 に お か れ て は 、 県 の 部 活 動 の 組 織 に 所 属 し て

お り 、 審 議 会 で 学 習 の 時 間 を と り な が ら 、 今 後 ど う す れ ば 部 活 動 の 地 域 移

行 が す す む の か 審 議 し た い 。 学 校 教 育 課 の 審 議 会 は 審 議 会 と し て 、 こ ち ら

の 審 議 会 で も ス ポ ー ツ 推 進 を 図 っ て い く 上 で こ の よ う な 対 策 が 必 要 で は な

い か と か 、 そ の よ う な 意 見 を 十 分 に い た だ き た い と 考 え て い る 。  

 

（ 吉 永 委 員 ）  

 ８ 月 の 第 ２ 回 、 ９ 月 の 第 ３ 回 の 中 間 見 直 し の 中 で 、 部 活 動 の 地 域 移 行 に

つ い て 意 見 を 挙 げ る と い う こ と と 、 学 校 教 育 課 と し て も 審 議 会 が 設 け ら れ

て い る と い う こ と で 、 同 時 進 行 で お 互 い が ば ら ば ら に な る ん じ ゃ な い か と

い う 懸 念 が あ っ た 。 基 本 目 標 の 順 番 ど お り に 審 議 す る と 思 う が 、 審 議 す る

行 程 を ず ら す と か 、 あ る い は お 互 い の 情 報 を 交 換 で き る と か 、 そ の よ う な

こ と を 考 え て い る の で あ れ ば お 聞 き し た い 。 な け れ ば 今 後 、 検 討 し て い く

べ き と 考 え る 。  

 

 （ 本 多 会 長 ）  

 い わ ゆ る 連 携 協 力 を 大 切 に す る と い う こ と か 。  

 

 （ 事 務 局 ）  

 第 一 に こ の 審 議 会 に お い て 多 く の 意 見 を い た だ き た い 。 部 活 動 の 地 域 移

行 に つ い て 学 校 教 育 課 で す す め て い く 、 生 涯 学 習 推 進 課 で す す め て い く 、

そ れ は 構 わ な い と 考 え て い る 。 本 来 は 部 活 動 の 地 域 移 行 に つ い て は ス ケ ジ

ュ ー ル の 後 の 方 で 審 議 す る こ と を 考 え て い た 。 し か し 行 政 に と っ て 一 番 重

要 な 予 算 化 す る と い う 作 業 が １ ０ 月 に 始 ま る 。 そ の 後 で あ れ ば 、 良 い ア イ

デ ィ ア を い た だ い て も 予 算 化 で き な い と い う 制 約 が あ る こ と か ら 、 事 務 局

と し て は 部 活 動 、 子 ど も に 関 わ る こ と は 第 一 テ ー マ で あ る と 思 っ て い る 。

そ の 点 を 考 え て 最 前 に 組 ん だ 。 こ の 審 議 会 で 議 論 す る 内 容 、 そ し て 学 校 教
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育 課 主 体 の 審 議 会 は 、 当 然 、 生 涯 学 習 推 進 課 も 参 加 す る こ と か ら こ の 場 で

話 し た 内 容 は お 伝 え す る 。  

 

 （ 齋 藤 委 員 ）  

 今 も 健 康 で ラ ケ ッ ト を 振 れ る の は 、 自 分 自 身 と い う よ り も 周 り の 人 た ち

の 協 力 が あ っ て で き て い る 。 子 ど も の と き か ら ど う や っ て や っ て い く の か

大 人 が 示 し て あ げ な い と 、 た だ コ ー チ が つ い て 教 え れ ば 良 い と い う こ と で

は な い と こ の ５ 年 間 で 気 が 付 い た 。 部 活 動 の 地 域 移 行 に つ い て 中 間 見 直 し

で 検 討 し て い け れ ば と 考 え る  

 

（ ２ ） 第 ２ 次 古 賀 市 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 進 捗 状 況 に つ い て  

 【 事 務 局 よ り 概 要 説 明 】  

 第 ２ 次 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 大 き な ４ つ の 基 本 目 標 に つ き ま し て 、 主 な 取 り 組

み を 紹 介 す る 。  

 １ つ 目 の 基 本 目 標 で あ る 「 子 ど も の 運 動 機 会 の 拡 充 」 の 指 標 ２ 『 ス ポ ー ツ 指

導 に 携 わ る 指 導 者 へ の 実 践 的 か つ 効 果 的 な 研 修 会 実 施 』 に つ き ま し て 、 目 標 値

を ２ 回 以 上 /年 と し て い る 。 市 内 社 会 体 育 団 体 代 表 者 や 監 督 、 コ ー チ 、 保 護 者

や 、 中 学 校 部 活 動 指 導 者 等 を 対 象 に 、 ６ 月 は 「 熱 中 症 ・ 救 急 救 命 研 修 会 」、 ３

月 に は 「 子 ど も の 発 達 ・ 発 育 を 正 し く 理 解 し た 実 技 の 実 践 研 修 会 」 を 実 施 し て

お り 、 目 標 値 で あ る ２ 回 以 上 /年 を 達 成 し て い る 。  

 ２ つ 目 の 基 本 指 標 「 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た ス ポ ー ツ 活 動 の 推 進 」 の 指 標 ４

『 障 が い 者 ス ポ ー ツ 体 験 会 へ の 参 加 者 数 』 に つ い て 、 目 標 値 を 「 増 加 」 と し て

い る 。 ２ ０ １ ７ 年 度 で は ４ ０ 人 /年 で あ っ た 参 加 者 が 、 ２ ０ ２ ２ 年 度 に は １ ２

０ 人 /年 に 増 加 し て お り 、 目 標 値 で あ る 「 増 加 」 を 達 成 し て い る 。 こ れ は 古 賀

市 ス ポ ー ツ 月 間 の パ ラ ス ポ ー ツ 体 験 イ ベ ン ト を 開 催 し て お り 、 車 い す バ ド ミ ン

ト ン や 車 い す テ ニ ス 、 ブ ラ イ ン ド サ ッ カ ー を 行 い 、 そ れ ぞ れ の 参 加 者 の 合 計 数

が １ ２ ０ 人 と な っ て い る も の 。  

 ３ つ め の 基 本 目 標 「 気 軽 に ス ポ ー ツ に 関 わ る こ と が で き る 環 境 づ く り 」 の 指

標 ２ 『 １ ８ 歳 以 上 の 市 民 が 「 歩 い て ん 道 」 を 認 知 し て い る 割 合 』 に つ い て 、 目

標 値 を ５ ０ ％ と し て い る 。 ６ ４ ． １ ％ の 方 が 認 知 し て お り 、 目 標 値 で あ る 「 ５

０ ％ 」 を 達 成 し て い る 。  

 ４ つ め の 基 本 目 標 「 ス ポ ー ツ を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化 」 の 指 標 ２ 『 オ リ ン

ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ ク を 契 機 と し た ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 実 施 』 に つ い て 、 目

標 値 を 「 維 持 ・ 継 続 」 と し て い る 。 ２ ０ ２ ０ 東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・ パ ラ リ ン ピ ッ

ク を 契 機 と し て 、 ス ポ ー ツ 協 会 を 中 心 に 「 古 賀 市 ス ポ ー ツ 月 間 」 を 令 和 ４ 年 度
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に 新 設 し て い る 。 例 年 １ ０ 月 を 古 賀 市 ス ポ ー ツ 月 間 と し て お り 、 今 後 も こ の 期

間 に 各 種 ス ポ ー ツ イ ベ ン ト を 予 定 し て い る こ と か ら 、 目 標 値 で あ る 「 維 持 ・ 継

続 」 を 達 成 し て い る と こ ろ で あ る 。  

そ の 他 、 別 紙 １ の と お り 様 々 な 取 組 み を 行 っ て い る が 、 令 和 ４ 年 度 の 新 た な

取 組 み を 中 心 に 説 明 す る 。 子 ど も 運 動 機 会 の 拡 充 に 関 す る 基 本 目 標 に つ い て 、

運 動 遊 び の 推 進 と し て 青 少 年 育 成 課 が 実 施 し て お り 、 か づ る っ 子 広 場 と い う 事

業 で ２ つ の 取 組 み が あ る 。 一 つ は 長 距 離 走 の 走 り 方 教 室 、 約 ４ ０ 名 の 参 加 が あ

り 、 手 作 り モ ル ッ ク を 使 っ た 競 技 を 行 い 、 こ ち ら に つ い て は ５ ３ 名 の 参 加 が あ

っ て い る 。 次 に 成 人 に 関 し ま し て 、 ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た ス ポ ー ツ 活 動 の 推

進 に つ き ま し て 、 令 和 ４ 年 度 よ り 毎 年 １ ０ 月 を ス ポ ー ツ 月 間 と 定 め 、 こ の 期 間

に 様 々 な イ ベ ン ト を 行 っ て お り 、 こ れ ま で も １ ０ 月 は 市 民 健 康 ス ポ ー ツ の 日 と 、

様 々 な 取 組 み を 行 っ て き た が 、 ス ポ ー ツ へ の き っ か け づ く り を 一 層 す す め て い

く 取 組 み に な る 。  

健 康 づ く り に つ な が る 運 動 ・ ス ポ ー ツ と し て 、 今 年 の ３ 月 に Ｖ リ ー グ 入 り を

目 指 す 女 子 バ レ ー ボ ー ル チ ー ム 、 福 岡 ギ ラ ソ ー ル と フ レ ン ド リ ー タ ウ ン に 関 す

る 協 定 を 締 結 し て お り 、 今 後 、 イ ベ ン ト の 際 に 福 岡 ギ ラ ソ ー ル の 選 手 に 参 加 い

た だ い た り 、 バ レ ー ボ ー ル 教 室 の 開 催 な ど で 交 流 を 深 め て い く こ と と し て い る 。  

次 に ス ポ ー ツ の ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン 化 に 関 し て 、 福 祉 課 の 取 組 み と し て 、

粕 屋 地 区 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 ボ ッ チ ャ 大 会 、 ス ポ ー ツ 大 会 と し て グ ラ ウ ン ド ゴ

ル フ 大 会 を 実 施 し て い る 。  

基 本 目 標 「 気 軽 に ス ポ ー ツ に 関 わ る こ と が で き る 環 境 づ く り 」 に つ い て 、 ス

ポ ー ツ 施 設 の 有 効 利 用 と し て 令 和 ４ 年 １ ０ 月 に 古 賀 市 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム の

更 改 を 行 っ て い る 。 こ れ に よ り 施 設 利 用 料 の ク レ ジ ッ ト 決 済 が 可 能 と な っ て い

る 。 同 じ く １ ０ 月 か ら 中 学 校 体 育 施 設 の 日 曜 開 放 を 行 っ て お り 、 従 来 は 体 育 館

の み 平 日 と 土 曜 日 の 開 放 を 行 っ て い た が 、 日 曜 日 の ８ 時 ３ ０ 分 か ら ２ ２ 時 ま で

体 育 館 や グ ラ ウ ン ド 、 武 道 場 、 テ ニ ス コ ー ト 、 野 球 場 の 開 放 を し て い る 。  

効 果 的 な 情 報 提 供 と し て 、 こ れ ま で も ス ポ ー ツ 振 興 係 の Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ア カ ウ ン ト

を 利 用 し て 定 期 利 用 団 体 に 情 報 提 供 を 行 っ て い た が 、 今 年 の １ 月 か ら は 古 賀 市

の 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ア カ ウ ン ト の 運 用 が 始 ま り 、 こ の ア カ ウ ン ト を 利 用 し た 運 用 を

始 め て い る 。 こ れ に よ り 、 定 期 利 用 団 体 以 外 の 市 民 や 市 外 の 方 に も 情 報 を 一 早

く 届 け る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。  

ス ポ ー ツ を ツ ー ル と し た 地 域 活 性 化 に つ い て 、 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン に お

け る ウ ォ ー キ ン グ 活 動 支 援 と し て 、 運 動 指 導 士 に よ る ウ ォ ー キ ン グ の 実 技 支 援

を 実 施 し て い る 。  

令 和 ４ 年 度 は コ ロ ナ 禍 で は あ っ た が 、 令 和 ２ 年 度 、 ３ 年 度 に 実 施 で き な か っ
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た イ ベ ン ト を 概 ね 実 施 で き て い る 。  

 

【 審 議 】  

（ 齋 藤 委 員 ）  

最 初 の ス ポ ー ツ へ の き っ か け づ く り に つ い て 、 毎 年 １ ０ 月 に 行 わ れ る ス ポ ー

ツ 月 間 の イ ベ ン ト が 日 曜 日 に 開 催 さ れ る が 、 健 康 福 祉 ま つ り な ど 様 々 な イ ベ ン

ト が 開 催 さ れ 、 各 種 イ ベ ン ト が 重 な る こ と が 非 常 に 多 い 。 道 路 環 境 美 化 も 重 な

っ て お り 、 全 て 同 じ 日 に す る と い う の は 違 う の で は な い か 。 き っ か け づ く り な

の に そ の よ う に し た ら い け な い 。  

 

（ 吉 永 委 員 ）  

ス ポ ー ツ 協 会 で パ ラ ス ポ ー ツ 体 験 を 日 曜 日 に し た と い う こ と で 、 お と と し は

試 み と し て 土 曜 日 に 開 催 し た と こ ろ 様 々 な 方 に 参 加 い た だ い た 。 し か し 、 昨 年

度 、 日 曜 日 に 開 催 し た と こ ろ 人 を 集 め ら れ な い と い っ た 声 が あ っ た 。 来 年 は パ

ラ ス ポ ー ツ 体 験 を 土 曜 日 に 開 催 す る こ と と し て い る 。 た だ 、 仕 組 み と し て た く

さ ん の 人 に 参 加 し て も ら い た い 。 古 賀 市 と し て 発 信 の 仕 方 に つ い て 事 務 局 に お

願 い し た い し 、 ス ポ ー ツ 協 会 と し て は 生 涯 学 習 推 進 課 と 一 緒 に 働 き か け 、 月 間

と い う 意 味 を も っ と 地 域 に 広 め た い と い う ス ポ ー ツ 協 会 の 思 い が あ る 。  

 

（ 事 務 局 ）  

体 育 の 日 は １ ０ 月 １ ０ 日 っ て い う の が 感 覚 的 に あ っ て 、 何 故 か と 言 う と １ ９

６ ４ 年 の 東 京 オ リ ン ピ ッ ク で あ る 。 １ ０ 月 は ス ポ ー ツ 月 間 だ と い う 自 然 な 思 い

が あ る 。 し か し １ ０ 月 は 地 域 の 行 事 が 多 い と い う こ と で 、 １ ０ 月 は ス ポ ー ツ 月

間 と い う 果 た し て そ の 設 定 で 良 い の か 。 そ う い っ た と こ ろ を み な さ ん の 意 見 を

い た だ け れ ば と 思 う 。  

 

（ 吉 永 委 員 ）  

環 境 に つ い て 、 古 賀 市 公 共 施 設 予 約 シ ス テ ム の 更 改 、 中 学 校 体 育 施 設 の 日 曜

開 放 と い う こ と だ が 、 今 現 在 、 ど の よ う な 団 体 の 利 用 が あ っ て い る の か 、  

状 況 が 分 か れ ば 示 し て い た だ け れ ば と 思 う 。 も う ひ と つ 、 市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ の

利 用 者 数 に つ い て 、 ど の く ら い 登 録 者 が 増 え た と か そ う い う 資 料 、 分 か る も の

が あ れ ば 示 し て い た だ き た い 。  

 

（ 事 務 局 ）  

具 体 的 な 数 字 を 示 せ る 資 料 は 持 ち 合 わ せ て い な い が 、 中 学 校 体 育 施 設 の 日 曜
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開 放 に つ い て 稼 働 率 は 低 い 状 況 。 ま だ ま だ 社 会 体 育 団 体 の 利 用 に つ い て は 浸 透

し て い な い と い う と こ ろ で あ る 。  

市 公 式 Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ に つ い て 、 正 し い 数 字 は 次 回 審 議 会 で 報 告 す る 。  

 

（ ３ ） 運 動 ・ ス ポ ー ツ （ 身 体 活 動 ） に 関 す る ア ン ケ ー ト 結 果 に つ い て  

 【 事 務 局 よ り 概 要 説 明 】  

（ 事 務 局 ）  

 ２ ０ ２ ２ 年 度 に お い て 運 動 ・ ス ポ ー ツ （ 身 体 活 動 ） に 関 す る ア ン ケ ー ト を 実

施 し て い る こ と か ら 、 主 な 項 目 を 挙 げ て 説 明 を 行 う 。  

「 全 国 体 力 ・ 運 動 能 力 、 運 動 習 慣 等 調 査 に お け る 」 体 力 合 計 点 の 結 果 （ 小 ・

中 学 校 ） に つ い て 、 こ れ は ア ン ケ ー ト 結 果 で は な く 、 小 ・ 中 学 校 で 行 わ れ る 体

力 テ ス ト の 結 果 で あ る 。 結 果 と し て は 、 小 学 校 に お い て は 目 標 値 で あ る 「 全 国 、

県 平 均 以 上 」 を 達 成 し て い る が 、 中 学 校 に お い て は 男 子 が 県 平 均 以 下 、 女 子 が

全 国 、 県 平 均 以 下 と な っ て お り 、 小 ・ 中 学 校 と も に 全 国 、 県 平 均 以 上 と は な ら

な か っ た こ と か ら 末 達 成 。  

 指 標 ３ の 「 放 課 後 や 学 校 が 休 み の 日 に 外 遊 び や 運 動 を し て い る 児 童 ・ 生 徒 の

割 合 」 に つ い て 、 目 標 値 を ７ ０ ％ と し て い る が 、 小 ・ 中 学 校 と も に 前 回 ア ン ケ

ー ト よ り も 低 い 数 値 と な り 指 標 を 達 成 で き て い な い 。  

 指 標 １ の 「 １ ８ 歳 以 上 の 市 民 が 週 １ 回 以 上 運 動 ・ ス ポ ー ツ を 実 施 す る 割 合 」

に つ い て 、 目 標 値 を ６ ５ ％ と し て い る が 、 ６ ２ ． ３ ％ と い う 現 状 値 と な っ て お

り 、 こ の 指 標 も 達 成 で き て い な い と こ ろ で あ る 。  

 指 標 １ 「 １ ８ 歳 以 上 の 市 民 が １ 年 間 に 運 動 や ス ポ ー ツ の た め に 公 共 ス ポ ー ツ

施 設 を 「 利 用 し た こ と が あ る 」 と 答 え る 割 合 」 に つ い て も 同 様 に 、 ３ ２ ． ９ ％

か ら ２ １ ． ９ ％ に 低 下 し て い る こ と か ら 達 成 で き て い な い 。  

 し か し 、 指 標 ４ 「 ５ 歳 児 保 護 者 が 子 ど も と 一 緒 に 運 動 や ス ポ ー ツ を す る 割

合 」 に つ い て は 、 ６ ２ ． ８ ％ か ら ７ ５ ． ６ ％ に 増 加 し て い る 。  

 『 ２ ０ １ ７ 年 度 及 び ２ ０ ２ ２ 年 度 ア ン ケ ー ト 調 査 比 較 表 』 と い う 資 料 に 記 載

が あ る が 、「 運 動 ・ ス ポ ー ツ を し て い な い （ で き な い ） 理 由 比 較 」「 病 気 や け が

な ど 健 康 上 の 理 由 か ら 」 と い う 理 由 が 増 加 し て い る 。 ま た 、「 あ ま り 運 動 を し

な い 理 由 （ 中 学 ２ 年 生 ）」 の 「 運 動 を す る よ り 家 で 遊 ん だ 方 が 楽 し い か ら 」 と

い う 理 由 が 増 加 し て い る 。 以 上 の こ と か ら 考 え ら れ る こ と が 、 外 出 の 機 会 が 減

り 、 家 で 過 ご す 時 間 が 増 加 し た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 で あ る と 想 定 さ れ る 。

各 種 イ ベ ン ト の 開 催 が な く な り 、 ス ポ ー ツ や 運 動 を す る 機 会 は 減 少 し た が 、 家

で 過 ご す 時 間 が 増 加 し た 保 護 者 が 、 子 ど も と 過 ご す 時 間 が 増 え た こ と が 要 因 で

は な い か と 考 え る 。  
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【 審 議 】  

（ 齋 藤 委 員 ）  

少 子 化 で 子 ど も が 減 っ て 遊 ぶ 相 手 が い な い と い う こ と も 関 係 し て い る の か 、

ス ポ ー ツ を し た く て も し な い の で は な い か 。 昔 は 遊 ぶ と な る と 人 が 集 ま っ て き

て い た 。 ど う な の か 薄 委 員 に 聞 い て み た い 。  

 

（ 薄 委 員 ）  

幼 稚 園 に 関 し て 言 え ば 、 子 ど も た ち は ス ポ ー ツ と い う 感 覚 で は な い と 考 え て

い て 、 ス ポ ー ツ を し て い る と い う 感 覚 は ５ 歳 と か ６ 歳 く ら い か ら で て く る と 思

う 。 ス ポ ー ツ を す る 環 境 や き っ か け が な い と い う の は 、 幼 稚 園 児 に は あ て は ま

ら な い の か な と 。 小 学 生 、 中 学 生 く ら い の と き に 子 ど も 主 体 の 環 境 を 作 っ て い

く こ と が 大 き な 課 題 で は な い か と 思 う 。 次 回 以 降 の テ ー マ に な る と 思 う が 、 主

体 は 子 ど も じ ゃ な く な っ て い る と 感 じ ざ る を え な い 環 境 で あ り 、 小 中 学 生 に ス

ポ ー ツ を す る き っ か け を つ く る と い う こ と に 関 し て は 、 そ う せ ざ る を え な い 環

境 を 大 人 が つ く っ て い る の で は と い う 感 覚 が 強 く あ る 。  

 

（ 平 島 委 員 ）  

高 校 生 を 相 手 に し て い る が 、 昔 と 比 べ る と 忙 し す ぎ て 、 環 境 が 良 く な っ た と

い う べ き か 、 選 択 肢 が た く さ ん あ る 。 ス ポ ー ツ や ピ ア ノ だ っ た り お け い こ だ っ

た り 、 選 択 肢 が 増 え て み ん な で 集 ま る 機 会 が 減 っ た 。 個 別 で 行 動 す る の が 多 く

な っ た と 感 じ る 。 高 校 生 は 特 に ス マ ホ を 使 う 時 間 が 圧 倒 的 に 増 え て い て 、 そ れ

が 運 動 し な い こ と に つ な が っ て い る の か と 感 じ る 。  

 

（ 大 森 委 員 ）  

子 ど も が 減 っ て い る と 思 う の と 、 お 年 寄 り が 増 え て 公 園 や 体 育 施 設 に 行 っ て

も ゲ ー ト ボ ー ル 、 グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ と か は よ く 見 か け る け ど 、 子 ど も と 保 護 者

が 遊 ん で る と い う 環 境 が 少 な い な い か な と 感 じ る 。  

 

（ 伊 藤 委 員 ）  

運 動 と ス ポ ー ツ の 捉 え 方 が 少 し 変 わ っ て き た の か な と 思 う 。 ア ン ケ ー ト の 聞

き 方 を 工 夫 し な い と お 家 で 体 を 動 か し て い る け ど 、 外 に で て い な い か ら 運 動 し

て い な い と か そ う い っ た 思 い も 多 少 反 映 さ れ る の か な と 思 う 。  

子 ど も の 運 動 教 室 ・ ス ポ ー ツ 教 室 を 本 業 と し て い る が 、 ス ポ ー ツ や 遊 び の 境

目 、 そ う い っ た 絶 妙 に ア ン ケ ー ト に 反 映 さ れ な い 部 分 が 多 い の か な と も 感 じ て
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い る 。 す ご く 能 力 が 高 く て 専 門 性 が 高 い 子 が 増 え て い る が 、 運 動 を し て い る 子

と し て い な い 子 の 格 差 が 大 き い と 感 じ る 。 そ う い う と こ ろ を う ま く 変 え て い け

た ら な と 感 じ る 。  

 

（ 花 田 委 員 ）  

子 ど も を 外 に 出 し づ ら い 環 境 に は な っ た と 感 じ る 。 自 分 が 子 ど も の 頃 は 、 外

に 遊 び に 行 く と 言 え ば す ぐ に 外 に 出 れ た が 、 今 は 子 ど も が 外 に 「 行 っ て き ま

す 」 と 言 っ て 「 行 っ て ら っ し ゃ い 」 と 気 軽 に 言 え な い と こ ろ が あ る 。  

ス ポ ー ツ 施 設 で 働 い て お り 、 基 礎 体 力 を 向 上 さ せ る 教 室 が あ る が 、 す ご く 人

気 が あ る 。 し か し 、 極 端 に 言 え ば 私 た ち が 子 ど も の 頃 は 家 で お 金 を 払 わ ず に で

き た 事 。 な ぜ 教 室 に 参 加 し た か 理 由 を 聞 く と 、「 外 が 暑 い 」「 危 険 が い っ ぱ い あ

る 」「 環 境 が 良 い 中 で 遊 ば せ た い 」 と い っ た 保 護 者 の 声 が あ る 。 保 護 者 も 子 ど

も を 守 り に は い っ て い る 、 厳 し い 環 境 に 置 か な い と い う 保 護 者 さ ん が 増 え て い

る と 感 じ る 。 一 方 で 、 一 つ の ス ポ ー ツ に の め り 込 む 子 ど も さ ん も い る し 、 一 つ

は で き る け ど こ っ ち は す ご く 苦 手 だ と い っ た 、 で き る こ と と で き な い こ と の 格

差 が あ る 子 ど も が 増 え た と 感 じ る 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

親 と し て は 泥 ん こ の 中 で 遊 ん で 欲 し い け ど 、 行 っ て き ま す と 言 わ れ る と 気 を

つ け て と か 、 色 ん な ジ レ ン マ が あ る 。 や は り 環 境 を よ り 良 い も の に し て い き た

い 。 次 回 審 議 会 で も 話 し て い け れ ば と 思 う 。  

事 務 局 か ら 説 明 の あ っ た 運 動 を し な い 理 由 で 、 運 動 す る よ り 家 で 遊 ん だ 方 が

楽 し い か ら と い う 理 由 が 顕 著 に 上 昇 し て お り 、 な か な か 見 過 ご せ な い と こ ろ が

あ る 。 福 岡 県 が 行 っ た ア ン ケ ー ト に よ る と 、「 運 動 ・ ス ポ ー ツ が 好 き 」「 運 動 ・

ス ポ ー ツ が 大 切 だ と 思 う 」 と 答 え た 割 合 が 下 が っ て い る 。 一 方 で 福 岡 県 の 場 合 、

「 体 育 が 好 き 」 と い う 割 合 は 上 が っ て い る 。 コ ロ ナ 禍 で 外 遊 び の 楽 し さ と か 、

大 事 さ を う ま く 実 感 で き な か っ た ３ 年 間 だ っ た の か と 。 色 ん な 規 制 や 制 限 が あ

っ て 、 今 か ら 立 て 直 し て い か な け れ ば な ら な い と 感 じ る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

運 動 す る よ り 家 で 遊 ん だ ほ う が 楽 し い か ら と い う の は 、 ア ン ケ ー ト で は 「 一

人 で 」 と か 、「 兄 弟 で 」 と か 「 友 達 と 」 と か は 質 問 に な か っ た の か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

ア ン ケ ー ト に お い て 人 数 的 な 指 定 は し て い な い 。  
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（ 齋 藤 委 員 ）  

何 か 理 由 が あ っ て 運 動 す る よ り 家 で 遊 ん だ 方 が 楽 し い か ら と 答 え て い る は ず 。

急 激 に 倍 近 く 増 え て い る の は 、 何 が 楽 し い の か 、 楽 し い も の が あ っ た は ず 。  

 

（ 吉 永 委 員 ）  

昔 は You Tub e な ん て な か っ た 。 自 分 の 孫 や 子 ど も は 、 こ ぞ っ て Yo uT ube を ず

っ と 観 て い る 。 ゲ ー ム を す る か You Tu be を 観 て い る 子 の 割 合 が は る か に 多 く な

っ た の で は と 推 測 す る 。  

 

（ 齋 藤 委 員 ）  

コ ロ ナ 禍 で ２ 年 ３ 年 と 外 で 遊 ぶ こ と が で き な か っ た 。 に も 関 わ ら ず 小 学 生 の

体 力 テ ス ト は 全 国 ・ 県 平 均 を 上 回 っ て い る 。 中 学 校 は 反 対 に 落 ち て い る 。 中 学

校 は 減 っ て 小 学 校 は あ る 程 度 、 維 持 で き て い る 。 こ の 差 は 何 な の か と 思 う 。  

 

（ 井 浦 委 員 ）  

以 前 小 学 校 の 校 長 を し て い た が 、 通 学 距 離 が 長 い 子 が た く さ ん い た 。 必 然 的

に シ ャ ト ル ラ ン の 数 値 が 高 か っ た 。 ６ 年 生 に な れ ば 毎 年 １ ０ ０ キ ロ 歩 く よ う な

プ ロ グ ラ ム が あ っ て 、 持 久 力 が 非 常 に 高 い 。 そ う い う の が 維 持 で き て い る 背 景

に あ る の で は 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

な か な か 数 字 だ け で は 分 か ら な い こ と が あ っ て 、 聞 き 取 り 調 査 し な い と 分 か

ら な い こ と が あ る 。  

 

（ 吉 田 委 員 ）  

健 康 増 進 計 画 の 見 直 し 、 市 民 ア ン ケ ー ト の 実 施 を 行 っ た が 、 子 ど も か ら 高 齢

者 ま で 肥 満 が 増 え た 。 コ ロ ナ 禍 で 身 体 活 動 が 減 っ た と い う の も あ る が 、 食 生 活

も 変 化 し た な と 思 う 。  

ス ポ ー ツ 人 口 を 増 や す の か 、 そ れ 以 前 の 生 活 活 動 を 増 や す の か 、 そ し て そ れ

か ら 少 し ず つ ス ポ ー ツ に つ な げ れ る と 思 う 。  

 

（ 本 多 会 長 ）  

生 活 運 動 は 身 体 活 動 で あ り 、 こ の 場 で の ス ポ ー ツ は ウ ォ ー キ ン グ を 含 ん で お

り 、 幅 広 く ス ポ ー ツ を 取 り 扱 っ て い る と 解 釈 し て い る 。  
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（ 吉 田 委 員 ）  

生 活 に 落 と し 込 め る よ う な 身 体 活 動 が あ れ ば 良 い と 思 う 。  

 

８ ． そ の 他  

（ 事 務 局 ）  

次 回 審 議 会 を ８ 月 中 旬 に 行 い た い 。  

 


